
子どもが責任を持ってＩＣＴを活用
していけるようになるためには、発達
の段階などを踏まえ、それぞれの子ど
もにあったＩＣＴとの関わり方を親子
で一緒に考えていくことが大切です。

デジタル・シティズ
ンシップについては、
Ｒ４年度の啓発資料に
詳しく掲載しています。
右の二次元コードか

ら参照ください。

家庭で、こんな心配や悩みがあるときには･･･

子どもは情報機器の使いすぎがよくないこと
を知っていますので、一律に利用時間を制限す
るのではなく、子どもの使い方にあった利用時
間を一緒に話し合ってみましょう。

ＳＮＳなどを介したコミュニケ－ションは、
子どもにとっても友達や社会とつながる大切な
手段のひとつです。利用を制限するより、利用
マナーやトラブルへの対応について、一緒に考
えてみましょう。

令和６年２月

ネットリテラシーの育成に向けた協議会
[秋田市ＰＴＡ連合会 秋田市小・中学校長会 秋田市教育委員会]

デジタル・シティズンシップをはぐくむために

子どもたちは学校で配布されたタブレット端末や自分用の端末（スマホやゲーム機など）を
用いて、学習やコミュニケーションなど日常の様々な場面でＩＣＴを利用しています。
こうした中、子どもたちがＩＣＴ機器やインターネットを利用するメリットやリスク等を理
解し、よりよい選択や行動ができるデジタル社会のよき担い手となるよう、デジタル・シティ
ズンシップを学校と家庭が連携、協力して、はぐくんでいくことが大切です。

デジタル・シティズンシップとは・・・？

「主体的かつ責任を持ってＩＣＴを活用
し、よりよい社会をつくるために行動す
る力」のことです。ＩＣＴを用いて積極
的に社会に参加するためのスキルや態度
を表しています。

家庭で、子どものデジタル・シティズンシップを
はぐくむにはどうしたらよいですか？

デジタル社会のよき担い手として、子どもに身に付けさせたい力

使用時間を決め
ないと、いつまで
もインターネット
やゲームをしてい
ます。

ＬＩＮＥやＳＮＳ
でネットいじめに関
わらないか心配です。



保護者参加型の取組

情報モラルについて学ぶＰＴＡ研修会などの際に
デジタル・シティズンシップへの理解を深めるため
の取組例を紹介します。

中学校の生徒会代表が集まり、デジタル・
シティズンシップをテーマに自分たちができ
ることについて話し合いました。

・インターネット等を利用する際、その危険性について
も考えた上で、ＩＣＴのよさを生かして活用していき
たいと思います。

中学生サミットの取組

・生徒会でネットトラブル防止集会を企画し、各自の目標を書
いたポスターなどを紹介したいです。

・生徒会の取組や学校行事において他校とオンラインで
交流し、互いの活動を紹介し合うなど、活用の幅を広
げていきたいです。

②デジタルデトックス
一定期間、デジタル機器の使用を自発的
に控えることを指します。
スマートフォンやパソコン等の依存症の
予防とともに、ストレスや疲労の回復に効
果があります。

取れてますか？メディアバランス
～健康面への気遣い～

①ＶＤＴ（Visual Display Terminals）症候群
タブレットやゲーム機などの画面を長時間
見ることで、目や身体に痛みや疲労の症状が
出ることを指します。
スマホ老眼、ストレートネック等の原因に
なることもあるので注意が必要です。

・自分でＩＣＴの使い方に責任を持ち、必要なときに利用する
という心がけが大切だと思います。

・私たち一人ひとりが、安全に利用するという意識をもっと大
切にしていくべきだと思います。

〇例２ ワークショップ型研修会
子どもとＩＣＴの関わりについて感じている
疑問や課題、その解決に向けたアイデアを、意
見交換や協働作業などのグループワークを通し
て、参加者で共有する場を設ける。

〇例１ 親子ネット安全教室
子どもが自ら責任をもってＩＣＴを活用する
態度をはぐくめるよう、携帯電話会社や警察等
に講話を依頼するとともに、親子で意見交換を
する場面を取り入れる。

［参考資料：「家庭で学ぶデジタル・シティズンシップ～保護者向けワークショップ～」（総務省）］

【ワークショップで用いるワークシートの例】


